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あ
な
た
の
声
を
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に

議
会
報
告
会
〔
瓦
版
〕

　

例
年
、
２
～
３
月
に
開
催
し
て
い
る
「
議

会
報
告
会
」
で
す
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
こ
こ
で
報
告
内
容
を
掲
載
し

ま
す
。

壱
町
政
の
課
題

病
院
整
備
方
針
の
策
定

【
特
別
委
員
会
の審

査
結
果
】

　

栗
山
町
の
病
院
整
備
に
つ

い
て
は
、
先
に
提
案
さ
れ
た

栗
山
町
病
院
整
備
方
針
策
定

委
員
会
に
よ
る
方
針
案
に
沿

っ
て
進
め
ら
れ
た
い
。
な

お
、
整
備
に
当
た
っ
て
は
、

以
下
の
点
に
つ
い
て
留
意
を

さ
れ
た
い
。

①
栗
山
赤
十
字
病
院
は
、
町

民
の
要
望
を
受
け
た
病
院
運

営
が
な
さ
れ
る
よ
う
日
本
赤

十
字
社
、
又
、
栗
山
赤
十
字

病
院
と
常
に
緊
密
な
連
携
を

図
る
こ
と
。

②
地
域
医
療
の
中
核
と
し
て

町
内
に
お
け
る
病
診
連
携
の

さ
ら
な
る
強
化
、
急
性
期
患

者
に
対
応
す
る
消
防
署
と
の

連
携
充
実
、
そ
し
て
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
一
員

と
し
て
医
療
・
介
護
・
保
健
・

福
祉
と
の
連
携
強
化
を
図
る

こ
と
。

③
病
院
整
備
に
お
い
て
は
、

補
助
金
を
含
め
将
来
長
期
に

わ
た
っ
て
町
財
政
と
関
わ
る

こ
と
か
ら
財
政
推
計
に
基
づ

き
、
計
画
的
な
支
出
を
行
う

こ
と
。

④
建
替
え
後
、
数
十
年

に
わ
た
り
使
用
す
る
こ

と
か
ら
、
異
常
気
象
や

地
震
な
ど
災
害
に
強
い

構
造
及
び
性
能
・
機
能

を
備
え
た
建
物
に
な
る

よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

町には提言書も
提出された

　

病
院
整
備
方
針
の
策
定
に
つ
い
て
は
、

令
和
２
年
９
月
に
「
栗
山
町
病
院
整
備
方

針
の
策
定
等
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員

会
」
を
設
置
し
、
整
備
方
針
の
策
定
経
過

及
び
資
料
に
つ
い
て
担
当
者
か
ら
の
説

明
・
質
疑
を
重
ね
た
。
特
に
整
備
方
針
の

根
幹
を
な
す
策
定
項
目
の
「
診
療
科
」「
病

床
数
」「
概
算
事
業
費
及
び
費
用
負
担
」「
建

設
場
所
」
に
つ
い
て
は
、
重
点
的
に
調
査

を
行
っ
た
。
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弐
町
政
の
課
題

コ
ロ
ナ
対
策
予
算
と
実
績

主な事業と実績見込

スタートアップ支援事業により
活用された資産

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
廃
業
と
な
っ

た
法
人
の
資
産
を
活
用

し
、
事
業
拡
大
等
に
挑
戦

す
る
法
人
に
対
し
事
業
初

期
費
用
の
５
０
０
万
円
を

補
助
上
限
と
す
る
「
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
事
業
」

に
つ
い
て
、
本
会
議
で
の

増
額
補
正
予
算
提
案
時
、

議
場
で
活
発
な
議
論
が
交

わ
さ
れ
た
。

　

そ
の
他
の
コ
ロ
ナ
対
策

も
注
視
し
て
い
た
。
主
な

事
業
予
算
は
下
表
の
と
お

り
と
な
っ
て
い
る
。

No. 事業名 予 算 額

１ 経済環境変化対応資金利子及び保証料補給に係る基金造成事業 1 億 1,805 万円

２ 学校施設環境改善事業（空調設備整備） 7,414 万円

３ くりやま地域応援券発行事業 4,183 万円

４ 休業協力・感染リスク低減支援金 2,700 万円

５ 学校給食費無償化事業 2,035 万円

【
　
賛
　
成
　
】

　

交
付
金
を
有
効
活
用
し
町

の
産
業
を
一
定
程
度
振
興
す

る
と
い
う
こ
と
は
納
得
で
き

る
が
、
補
助
金
を
活
用
す
る

こ
と
は
町
民
へ
の
還
元
が
大

前
提
と
な
る
。
事
業
内
容
を

し
っ
か
り
確
認
し
た
中
で
、

産
業
振
興
の
一
助
と
し
て
推

進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
　

【
　
反
　
対
　
】

　
廃
業
や
倒
産
へ
の
支
援
は

必
要
と
思
う
が
、
多
く
の
町

民
に
対
し
て
公
平
に
な
る
よ

う
交
付
金
を
使
っ
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
。

　

事
業
者
に
対
し
て
は
、
本

来
で
あ
れ
ば
、
廃
業
や
倒
産

を
無
く
す
た
め
の
策
を
行
う

べ
き
と
考
え
る
。

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

総額　7 億 8,431 万円

※予算金額は、単位を「万円」とし、おおよその金額を掲載しています。（千円以下は切り捨て）
※ 1 人 10 万円を個別に支給した、特別定額給付金事業分は除いています。
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参
議
会
改
革

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
ア
プ
リ
及

び
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
文
書
共

有
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
よ

り
、
災
害
状
況
下
に
お
い

て
も
議
会
機
能
を
維
持
す

導入したタブレット端末

る
と
と
も
に
、
省
資
源
化
に

よ
る
行
政
コ
ス
ト
及
び
環
境

負
荷
低
減
と
働
き
方
改
革
を

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導

入
し
た
。　

数年後の完全ペーパーレス化を目指す

【  

導
入
に
至
っ
た
経
緯  

】

　

平
成
27
年
９
月
に
持
続

可
能
な
開
発
目
標(

Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ)

が
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採

択
さ
れ
、
取
組
を
進
め
る
中

で
、
栗
山
町
議
会
と
し
て
も

省
資
源
化
に
よ
る
環
境
負
荷

低
減
を
目
指
す
こ
と
。
ま

た
、
平
成
30
年
９
月
６
日
に

発
生
し
た
北
海
道
胆
振
東
部

地
震
の
際
、
道
内
全
域
的
停

電
に
よ
り
、
身
を
も
っ
て
災

害
が
発
生
し
た
際
、
議
会
に

お
け
る
災
害
対
応
の
必
要
性

を
実
感
し
た
こ
と
か
ら
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
に
向

け
検
討
を
進
め
て
い
た
。

　

令
和
２
年
に
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
日

本
を
含
む
ア
ジ
ア
地
域
の
み

な
ら
ず
、
世
界
的
に
猛
威
を

振
る
う
な
か
、
会
議
や
研
修

等
の
開
催
方
法
の
変
容

が
求
め
ら
れ
た
。
緊
急

事
態
宣
言
等
、
人
と
の

接
触
を
避
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
が
続
く

な
か
で
も
、
議
会
機
能

を
維
持
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
導

入
を
決
め
た
。

現在は紙資料と併用して活用している
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他

四
議
会
の
課
題

ご意見 ・ ご要望を募集します

報
酬
と
定
数
・

な
り
手
問
題

　

平
成
31
年
４
月
の
改
選

時
、
前
回
の
改
選
か
ら
２

年
連
続
で
無
投
票
に
な
っ

た
こ
と
を
受
け
、
議
員
の

報
酬
と
定
数
・
な
り
手
問

題
に
つ
い
て
調
査
を
進
め

て
き
た
。

　

令
和
２
年
も
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
予
定
に
比
べ

少
な
い
回
数
に
は
な
っ
た

が
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
と
の

意
見
交
換
や
参
考
人
を
招

致
し
話
を
聞
く
等
の
調
査

を
行
っ
た
。

【
議
会
モ
ニ
タ
ー
よ
り
】

・
自
分
が
議
員
だ
っ
た
ら
と

考
え
る
と
報
酬
は
低
い
。

・
議
員
は
社
会
貢
献
を
す
る

こ
と
が
大
切
な
の
で
、
現
状

の
報
酬
の
ま
ま
奉
仕
の
心
で

頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。

・
栗
山
の
ま
ち
の
こ
と
を
語

る
若
者
が
少
な
く
な
っ
た
。

・
議
員
の
仕
事
内
容
の
情
報

が
少
な
い
の
で
「
道
し
る

べ
」
に
な
る
よ
う
な
取
り
組

み
が
あ
る
と
よ
い
。

・
町
民
へ
向
け
て
一
生
懸

命
や
っ
て
い
る
、
と
い
う

ア
ピ
ー
ル
が
必
要
。

・
議
員
の
役
割
が
変
化
し

て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

・
報
酬
を
上
げ
る
だ
け
で

は
な
り
手
不
足
の
解
消
に

つ
な
が
ら
な
い
。

・
議
員
報
酬
を
上
げ
る
こ

と
に
つ
い
て
は
町
財
政
と

の
対
比
が
大
前
提
。

モニターとの会議では
積極的な意見交換が

行われた

■方法１■　折り込みハガキで送る
折り込みしている「\議会報告意見募集 /」と書かれたハガキ用紙を使って意見・要望を送
る方法です。ハガキの使い方は用紙をご覧ください。

■方法２■　公式 Facebook からコメントする

■方法３■　電子メールで送る

栗山町議会
公式 Facebook　QR

栗山町議会公式 Facebook のコメント欄にコメントする方法です。
Facebook の議会報告会記事のコメントが対象となります。

議会事務局宛ての電子メールで送る方法です。
送る際には、住所・氏名・年齢・電話・性別と意見や要望を記載のうえ送付してください。
電話などで内容の確認をさせていただく場合があります。
メールアドレス：gikai-jimukyoku@town.kuriyama.hokkaido.jp

議会報告会〔瓦版〕の内容や議会活動等についてご意見・ご要望を募集します。
方法は３つあります。たくさんのご意見お待ちしております！
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令和３年度予算審査特別委員会

予算総額
約 140億5,030万円「 ふるさと栗山 」 創生へ

町ＨＰ予算概要 QR

詳しい予算状況については、冊子「知っておきたい！まちの予算」をご覧ください。
この冊子は、下記施設に配置しているほか、町ＨＰにも掲載されています。

・役場新庁舎１階ロビー 　　・カルチャープラザ「Ｅｋｉ」　　・角田農村環境改善センター
・総合福祉センター「しゃるる」　　・図書館　　・南部公民館

（ 前年比　＋8,448万円 ：＋ 0.6％）　

一般会計　          88 億 1,200 万円（＋ 1 億 7,400 万円：＋ 2.0％） 
特別会計　          33 億 3,170 万円（△           5,063 万円：△ 1.5％）
事業会計               19 億     660 万円（△ 　　3,888 万円：△ 2.0％）

一般会計予算内訳

町税
13.7％

道支出金
7.8％

地方譲与税　1.1％

その他　0.6％地方消費税交付金　3％

国庫支出金
13.0％

使用料及び
手数料
2.1％

その他
1.7％

寄附金
1.1％

諸収入
2.1％

繰入金
1.8％

地方交付税
36.5％

自主財源

歳　入

依存財源
77.5％

町債
15.5％

衛生費
6.8％

総務費
18.3％

民生費
22.2％

農林水産業費　5.0％

議会費　0.8％

商工費・労働費　2.3％

土木費
20.3％

消防費　3.8％

公債費
12.6％

教育費
7.8％

災害復旧費
諸支出金

予備費　0.1％

歳　出

22.5％

依存財源 *
　　　昨年と比べて…

上昇
 　自治体が自由に使えるお金（一般財源）のうち、
国から与えられるお金のこと。

* 依存財源とは

解説
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予算総額
約 140億5,030万円「 ふるさと栗山 」 創生へ

主な事業予算

●道央廃棄物処理組合による広域焼却
　　　  処理施設整備を円滑に推進します

1 億 9,258 万円

●ふじスポーツ広場の設備を更新します
　　　　　　　　　　　　430 万円

●デジタル防災無線を整備します
697 万円

●栗山駅南交流拠点施設整備
2 億 9,650 万円

●角田地区に防犯カメラを設置します
41 万円

●中心市街地区（中央 1 ～ 3 丁目）の
再開発事業を実施します

※うち、栗山駅南交流拠点整備費用を除く
3 億 7,600 万円

新規事業

継続・拡充

● ICT 教育を推進します　　　  396 万円

●ケアラー（介護者）支援事業を
実施します                                                                        

232 万円

●新たな観光推進体制の構築に取り組みます
　　　　　　　　　964 万円

※予算金額は、単位を「万円」とし、
    おおよその金額を掲載しています。（千円以下は切り捨て）



総

括

議
員　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
と
し
て
補
正
予
算
で

対
応
し
て
き
た
が
、
令
和
３

年
度
予
算
に
弾
力
性
は
あ
る

か
。 予

算
の
弾
力
性
は       

議
員　

定
住
促
進
・
駅
南
交

流
拠
点
施
設
・
都
市
再
生
整

備
・
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
４
事

業
の
関
連
予
算
は
大
幅
に
増

額
措
置
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
他
は
抑
制
さ
れ
て
い
る
と

感
じ
た
。
令
和
３
年
度
予
算

の
要
点
は
。

町民の皆さんにしっかり発信し、
安心感をもっていただきたい

佐々木　学　町長 

ささき　　　まなぶ 

令
和
３
年
度
予
算
コ
コ
が

き
に
な
る
！ 

★
予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
中
で
、議
員
が
「
き
に
な
る
！
」
と
質
疑
を
し
た
も
の
に
つ
い
て
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

　

す
べ
て
の
質
疑
に
つ
い
て
は
、
議
会
Ｈ
Ｐ
で
録
画
配
信
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ごみ処理組合負担金 1 億 9 千万円
（道央廃棄物処理組合負担金）

高齢者等居場所づくり事業 
130 万円

鈴
木
議
員　

ケ
ア
ラ
ー
支
援

事
業
の
中
の
高
齢
者
等
居
場

所
づ
く
り
事
業
の
具
体
的
な

内
容
は
。

藤
本
議
員　

道
央
廃
棄
物

処
理
組
合
の
焼
却
施
設
が

令
和
６
年
利
用
開
始
と
い

う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
だ
が
順

調
か
。
ま
た
、
町
の
負
担

金
が
当
初
の
予
定
と
比
べ

て
ど
う
か
。

福
祉
課
長　

現
在
、
栗
山
地

区
で
は
ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ

と
い
う
形
で
社
会
福
祉
協
議

会
が
運
営
し
て
い
る
。
そ
の

他
自
主
事
業
で
行
っ
て
い

る
、
富
士
地
区
・
角
田
地
区
・

継
立
地
区
の
居
場
所
づ
く
り

事
業
に
つ
い
て
運
営
経
費
の

２
分
の
１
を
助
成
す
る
。

予
算
の
要
点
は       

町
長　

新
た
な
対
策
が
必
要

な
場
合
は
、
コ
ロ
ナ
禍
関
連

の
基
金
な
ど
に
よ
り
対
応
を

考
え
て
い
る
。
今
後
も
時
期

を
逸
せ
ず
対
策
を
講
じ
て
い

く
。

町
長　

厳
し
い
財
政
状
況
を

踏
ま
え
、
選
択
と
集
中
の
徹

底
を
図
り
つ
つ
、
総
合
計
画

の
重
点
施
策
や
公
約
政
策
を

中
心
に
予
算
組
み
を
行
っ

た
。
選
択
と
集
中
は
事
業
を

抑
制
す
る
こ
と
で
は
な
く
、

政
策
評
価
に
基
づ
い
た
改

善
・
見
直
し
を
反
映
さ
せ
る

と
い
う
趣
旨
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
で
必
要
額
を
計
上
し

て
い
る
。

議
員　

町
村
は
国
や
道
の
対

策
を
受
け
な
が
ら
も
、
自
ら

政
策
を
つ
く
っ
て
い
く
と
思

う
が
、
補
正
の
今
後
の
見
込

み
や
ペ
ー
ス
は
。

町
長　

感
染
状
況
や
経
済
の

影
響
を
見
な
が
ら
、
必
要
で

あ
れ
ば
基
金
か
ら
の
繰
入
れ

を
積
み
増
し
し
て
も
対
策
を

実
施
し
て
い
き
た
い
。

環
境
政
策
課
長　

工
事
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
順

調
に
進
ん
で
い
る
。
令
和

元
年
に
発
注
さ
れ
、
予
定

金
額
よ
り
も
下
が
っ
て
落
札

さ
れ
た
。

　

そ
れ
を
踏
ま
え
、
焼

却
施
設
建
設
に
か
か
る

経
費
の
本
町
負
担
分
は

概
算
で
、
令
和
３
年
が

１
億
９
千
万
円
。
令
和
４
年

が
４
億
４
百
万
円
。
令
和
５

年
が
４
億
７
千
４
百
万
円
。

令
和
６
年
は
利
用
開
始
さ
れ

３
百
万
円
程
度
と
予
定
し
て

い
る
。
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今後の財政見通しについて、
わかりやすい情報発信を

齊藤　義崇　議員 

さいとう　　よしたか 

歴史的建造物活用検討会議委員等謝礼           
21 万 3 千円

三
田
議
員　

歴
史
的
建
造

物
活
用
検
討
委
員
会
に
つ

い
て
、
３
年
前
に
小
林
酒

造
の
赤
レ
ン
ガ
倉
庫(

五

番
蔵)

を
95
％
助
成
で
直

し
、
活
用
を
検
討
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ

の
内
容
は
。

千
葉
議
員　

コ
ン
ビ
ニ
収
納

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
利
便

性
は
高
ま
っ
た
が
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
収
納
や
電
子
マ

ネ
ー
収
納
に
つ
い
て
は
ど
う

か
。

コンビニ収納手数料
68 万 1 千円

税
務
課
長　

本
年
２
月
１
日

よ
り
、
ス
マ
ホ
収
納
が
で
き

る
よ
う
に
改
良
し
た
。
ク
レ

ジ
ッ
ト
収
納
は
、
現
状
の
税

収
納
シ
ス
テ
ム
が
対
応
し
て

い
な
い
こ
と
。
手
数
料
が
、

コ
ン
ビ
ニ
・
ス
マ
ホ
収
納
は

１
件
58
円
に
対
し
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
収
納
は
１
万
円
以
下
１

件
１
０
０
円
・
１
万
円
を
超

え
る
も
の
は
金
額
の
１
％
と

高
額
で
あ
る
た
め
、
当
面
ク

レ
ジ
ッ
ト
収
納
は
考
え
て
い

な
い
。

中
長
期
的
な

財
政
方
針
は    

議
員　

行
政
コ
ス
ト
は
増
加

の
一
途
を
た
ど
り
、
将
来
負

担
も
増
加
に
転
じ
た
。
多
く

の
政
策
を
展
開
す
る
一
方
、

依
存
財
源
を
原
資
と
し
た
予

算
編
成
に
見
え
る
。
中
長
期

的
な
観
点
か
ら
財
政
措
置
と

そ
の
方
針
は
。

町
長　

有
利
な
起
債
制
度
の

活
用
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ

る
自
主
財
源
の
確
保
な
ど
に

よ
り
施
策
を
推
進
し
て
き

た
。
今
後
も
施
設
の
長
寿
命

化
対
策
な
ど
新
た
な
対
策
も

講
じ
な
が
ら
、
町
政
の
健
全

性
と
将
来
へ
の
投
資
、
こ
の

両
立
を
図
り
な
が
ら
運
営
し

て
い
く
。

議
員　

上
手
く
借
金
を
し
な

が
ら
事
業
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
は
必
要
だ
が
、
行
政
コ

ス
ト
が
上
が
っ
て
い
る
の
は

町
長　

行
政
コ
ス
ト
を
上
げ

て
い
る
の
は
、
義
務
的
経
費

（
人
件
費
・
公
債
費
・
扶
助

費
）
の
部
分
。
現
状
を
維
持

す
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、
抑

え
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
難

し
い
。
過
疎
債
は
し
っ
か
り

財
政
を
維
持
安
定
し
な
が

ら
、
財
源
確
保
の
た
め
活
用

し
て
い
く
。

議
員　

町
民
に
わ
か
り
や
す

い
よ
う
に
、
財
政
状
況
を
発

信
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長　

町
民
の
皆
さ
ん
に
安

心
感
を
与
え
る
情
報
発
信
は

非
常
に
重
要
な
こ
と
。
大
き

な
投
資
が
続
き
、
心
配
の
声

も
聴
く
。
し
っ
か
り
と
発
信

し
て
い
き
た
い
。

経
営
企
画
課
長　

一
昨
年

度
に
改
修
し
た
五
番
蔵
の

活
用
策
を
検
討
委
員
会
で

有
識
者
も
含
め
て
議
論
を

し
て
き
た
。
現
時
点
で
、

維
持
・
改
修
に
係
る
経
費
等

あ
り
、
具
体
的
な
方
向
は
ま

だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。

　

仮
に
、
不
特
定
多
数
の
方

が
中
に
入
る
よ
う
な
利
用
を

す
る
場
合
、
耐
震
等
の
実
施

に
概
算
で
５
千
万
円
近
い
経

費
が
か
か
る
。
ま
た
、
小
林

酒
造
が
新
工
場
の
整
備
構
想

や
敷
地
全
体
を
含
め
た
全
体

構
想
も
あ
る
と
い
う
こ
と
な

の
で
、
引
き
続
き
活
用
に
つ

い
て
議
論
を
深
め
て
い
き
た

い
。

事
実
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い

て
、
今
後
の
見
通
し
は
。
ま

た
、
過
疎
債
な
ど
の
今
後
の

考
え
方
は
。

くりやまぎかいだより№ 1679
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3 月 2 日～ 19 日
３月定例会

予算を追加した主な事業
事業名 補 正 額

地域集会施設建設補助金（北学田中央公民館の修繕） 157 万円

栗山赤十字病院救急医療体制等確保事業 12 万円

栗山町集落再編成奨励金交付（阿野呂地区２つの農事組合が統合） 8 万円

民間バス路線維持負担金（北海道中央バスの運行実績） 501 万円

補正予算（令和２年度分）￥

※補正予算金額は、単位を「万円」とし、おおよその金額を掲載しています。（千円以下は切り捨て）

補正後予算総額　　109 億 8,054 万円　（△ 9,952 万円）　         

予算を追加した主な事業
事業名 補 正 額

児童福祉施設空調対策事業
（子育て支援センター・児童センター・発達サポートセンターにエアコンを設置）

935 万円

施設従事者等に対する新型コロナウイルス感染症検査費助成事業
（高齢者施設、障がい者施設、児童福祉施設、医療機関、学校従事者、妊婦等を対象に抗原定

量検査費用を助成）
1,120 万円

中小企業等事業継続給付金事業
（売上の減少が前々年同月比で 20％以上の減少率となる中小企業者等に対する事業継続のための支援）

4,930 万円

くりやまプレミアム付商品券発行事業
（30％のプレミアム付商品券１万円分 5,000 セットの発行を支援）

1,400 万円

学校給食費無償化事業
（令和３年度の１学期と２学期分の学校給食費を無償化） 2,474 万円

水道基本料金減免事業　　※水道事業会計への負担金
（経営に支障が生じている事業者の経済的支援として実施） 1,320 万円

栗山町大学生等生活支援給付金事業
（町内に住所を有する大学生・短大生・専門学校生等又はその保護者を対象に、就学及び生活

を支援するための給付金を支給）
1,061 万円

補正予算（令和３年度分）￥
新型コロナウイルス感染症対策　　　　1 億 7,603 万円　追加　         
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三
田
議
員　

民
間
バ
ス
路

線
維
持
負
担
金
が
、
当
初

５
５
３
万
１
千
円
で
、
今
回

５
０
１
万
５
千
円
を
追
加
し

約
２
倍
と
な
っ
て
い
る
。
理

由
は
。

その他の補正予算

国民健康保険特別会計

事業名 補 正 額

国民健康保険システム改修に伴う
北海道国保連合会負担金 1 万円

高額療養費（実績による追加） 500 万円

北海道介護福祉学校特別会計

事業名 補 正 額

講義数の減に伴う非常勤講師報酬 △ 40 万円

後期高齢者医療特別会計

事業名 補 正 額

後期高齢者医療保険料
（実績による追加）

274 万円

下水道事業会計
事業名 補 正 額

下水道管理センター機器
長寿命化事業

（国の交付金内示額が要望額より
少なかったことに伴う減額）

△ 5,652 万円

ま
ち
づ
く
り
総
括　

コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
も
あ
り
、
例
年
以

上
に
利
用
人
員
が
減
っ
て
い

る
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
対
策
の

部
分
も
計
上
経
費
と
し
て
増

額
し
た
た
め
、
額
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
。

　

バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

は
、
関
係
市
町
と
中
央
バ
ス

を
含
め
て
検
討
し
て
お
り
、

今
後
も
協
議
を
進
め
て
い

く
。

齊
藤
議
員　

コ
ロ
ナ
対
策
に

つ
い
て
国
か
ら
の
交
付
金
を

除
い
た
町
の
負
担
は
い
く
ら

の
見
込
み
か
。

ま
ち
づ
く
り
総
括　

国
か
ら

の
コ
ロ
ナ
対
策
に
係
る
臨

時
交
付
金
は
、
第
１
次
か

ら
第
３
次
ま
で
の
合
計
で

５
億
８
２
９
４
万
６
千
円
が

交
付
さ
れ
た
と
こ
ろ
。
コ
ロ

ナ
対
策
事
業
に
は
交
付
金
事

業
以
外
も
含
め
、
総
額
約

20
億
円
の
補
正
と
な
っ
て
い

る
。

　

交
付
金
対
象
事
業
に
限
る

と
約
７
億
８
千
万
円
程
の
事

業
費
と
な
り
、
町
の
負
担
分

は
１
３
０
０
万
円
を
予
定
し

て
い
る
。

　

総
務
費
に
お
い
て
コ
ロ
ナ

対
策
に
よ
り
21
億
円
近
い
額

を
補
正
し
て
き
た
が
、
町
の

負
担
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
額

で
は
な
い
と
見
込
ん
で
い

る
。

※補正予算金額は、単位を「万円」とし、おおよその金額を掲載しています。（千円以下は切り捨て）

商品券の販売は感染症対策を行いながら実施された
（前回の販売：令和 2 年９月）

鈴
木
議
員　

プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
商
品
券
発
行
事
業
に
つ
い

て
、
実
施
時
期
は
い
つ
頃

か
。

ま
ち
な
か
賑
わ
い
推
進
室
長

　

く
り
や
ま
ギ
フ
ト
カ
ー
ド

加
盟
店
会
が
主
体
と
な
っ
て

行
う
事
業
と
な
る
の
で
、
今

後
調
整
を
行
う
計
画
と
な
っ

て
い
る
が
、
現
状
、
９
月
頃

の
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

鈴
木
議
員　

大
学
生
等
の
生

活
支
援
給
付
金
で
、
対
象
に

保
護
者
も
含
ま
れ
る
が
、
本

人
が
転
出
し
て
も
対
象
か
。

学
校
教
育
課
長　

保
護
者
の

考
え
方
に
つ
い
て
は
、
柔
軟

に
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
。
町

外
に
転
出
さ
れ
て
い
る
大
学

生
等
の
把
握
は
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
申
請
行
為
に
な
る

の
で
、
申
請
の
段
階
で
柔
軟

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。
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ケアラー支援条例成立
　１月２２日行われた臨時会で提案された「栗山町ケアラー支援条例」は、担当である産業福祉常任委員会へ審査を託すことになり、審
査を進めていました。また、参考人として、栗山町ケアラー支援推進協議会の吉田義人氏からも意見を聞きながら、３月１１日の委員会で、
常任委員会としての結論を決定、３月１９日の定例会で委員会の決定を報告し、全員賛成で可決されました。

　
常
任
委
員
会
報
告

　

  

可
決
す
べ
き
と
決
定

【
要
旨
】

　

ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
は
形

式
的
な
条
例
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
と
考
え
る
の
で
、
住

民
に
身
近
な
条
例
と
し
て
認

知
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ま
れ

た
い
。

　

具
体
的
に
は
、
ケ
ア
ラ
ー

支
援
推
進
計
画
の
中
で
福
祉

課
の
み
な
ら
ず
、
庁
内
の
横

断
的
組
織
づ
く
り
に
よ
り
、

栗
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
、

栗
山
町
民
生
委
員
・
児
童
委

員
協
議
会
、
栗
山
町
連
合
町

内
会
、
町
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
等
と
連
携
を
密
に
と
り

な
が
ら
、
ケ
ア
ラ
ー
を
支
援

で
き
る
体
制
の
構
築
と
ケ
ア

ラ
ー
の
悩
み
や
相
談
に
有
効

な
対
策
が
打
て
る
よ
う
に
な

る
事
を
期
待
す
る
。

市町村では全国初！

質

疑

三
田
議
員　

条
例
の
中
で

様
々
な
関
係
団
体
と
の
連
携

に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る

が
、
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

と
の
連
携
に
つ
い
て
、
委
員

会
で
の
内
容
は
。

千
葉
委
員
長　

北
海
道
介
護

福
祉
学
校
と
の
連
携
は
大
変

意
義
が
あ
る
。
参
考
人
か
ら

も
、
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
学

生
に
対
す
る
啓
発
活
動
を
行

う
こ
と
で
、
介
護
福
祉
士
と

し
て
の
自
覚
醸
成
へ
つ
な
が

る
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
授
業
で
取
り
上
げ
る

べ
き
と
の
意
見
も
出
さ
れ

た
。

　

具
体
的
な
連
携
内
容
に
つ

い
て
は
、
今
後
設
置
さ
れ
る

協
議
会
の
中
で
新
計
画
を
立

て
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思

う
の
で
、
そ
の
内
容
に
大
き

く
期
待
し
た
い
。

条
例
趣
旨

　

近
年
、
超
高
齢
化
の
進
展
に
よ

り
、
誰
も
が
介
護
の
担
い
手
に
な
り

う
る
時
代
を
迎
え
て
い
る
。

　

本
町
で
も
、
家
族
の
介
護
や
看
護

を
無
償
で
す
る
方
々
、い
わ
ゆ
る「
ケ

ア
ラ
ー
」
が
９
０
０
世
帯
以
上
で
存

在
し
て
お
り
、
先
の
見
え
な
い
介
護

の
中
、
心
身
の
不
安
や
社
会
的
孤

立
、
離
職
、
虐
待
な
ど
、
様
々
な
困

難
に
直
面
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
高
齢
者
だ
け
で
は
な
く
、

障
が
い
や
病
気
を
持
つ
家
族
の
世
話

を
す
る
児
童
な
ど
、
若
年
層
の
介
護

者
も
増
加
し
て
い
る
中
、
介
護
者
へ

の
社
会
的
支
援
に
向
け
た
法
整
備
が

な
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
将
来
に
わ
た

り
、
多
く
の
介
護
者
が
日
常
生
活
や  

心
身
の
不
安
を
抱
え
る
こ
と
な
く
、

ま
た
、
地
域
か
ら
孤
立
せ
ず
、
安
心

し
て
介
護
、
看
護
す
る
こ
と
が
で
き

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
こ
れ
ま

で
先
駆
的
に
進
め
て
き
た
取
組
を
さ

ら
に
充
実
し
、
福
祉
の
ま
ち
栗
山
の

町
民
総
意
で
推
進
す
る
た
め
、
新
た

に
本
条
例
を
制
定
す
る
。
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議　件　名
結

果

藤

本

大

西

友

成

佐
藤
則

土

井

佐
藤
功

千

葉

三

田

齊

藤

置

田

鈴

木

鵜

川

陳情第１号
「日本政府に核兵器禁止条約に署名・批准を求める意見書」

提出に関する陳情
※陳情要旨などは 14 ページに掲載しています

不
採
択

/ × × × × 〇〇 × × × × 欠

賛
否
の
公
表

　栗山町議会の “ あり方 ” を定めた「議会基本条例」の第４条第６項に「議会は、重要な議案
に対する各議員の態度を議会広報で公表する等、議員の活動に対して町民の評価が的確になさ
れるよう情報提供に努めるものとする」と定められています。
　「ぎかいだより」では、主に賛否が分かれた議案について、掲載しています。
　掲載されていない議案は、すべて全員賛成です。

賛否の公表

解説

※鵜川和彦議員（議長）が欠席のため、藤本光行議員（副議長）が議長代理として議事を進行しました。
　藤本光行議員は議長代理のため、採決には加わっていません。

人
事
案
件

▼
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

　

令
和
３
年
３
月
24
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
、

坂
口
由
紀
子
氏
（
北
学
田
）

を
引
き
続
き
選
任
す
る
。

任
期
：

　

令
和
３
年
３
月
25
日
～

令
和
７
年
３
月
24
日

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
、

倉
橋
強
氏
（
朝
日
４
）
を
引

き
続
き
選
任
す
る
。

任
期
：

　

令
和
３
年
４
月
１
日
～

令
和
６
年
３
月
31
日

町
村
選
挙
の
立
候
補
環
境
改
善
へ

選
挙
費
用
の
公
費
負
担
項
目
拡
大

▼
栗
山
町
議
会
議
員
及
び
栗

山
町
長
の
選
挙
に
お
け
る
選

挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す

る
条
例

改
正
公
職
選
挙
法
に
よ
り
、

選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使

用
・
選
挙
運
動
用
の
ビ
ラ
及

び
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
に
要
す

る
費
用
に
関
し
実
費
の
公
費

負
担
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と

に
基
づ
く
条
例
の
制
定
。

▼
栗
山
町
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
人
員
・
設

備
・
運
営
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
栗
山
町
指
定
介
護
予
防
支

援
等
の
事
業
人
員
・
運
営
及

び
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に

係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効

果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

▼
栗
山
町
指
定
地
域
密
着
型

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

人
員
・
設
備
・
運
営
及
び
指

定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ

ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の

た
め
の
効
果
的
な
支
援
方
法

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

法
令
の
公
布
に
よ
る
改
正
。

感
染
症
や
非
常
災
害
の
発
生

時
に
お
け
る
業
務
継
続
計
画

策
定
等
に
関
す
る
規
定
の
追

加
。
虐
待
の
発
生
又
は
そ
の

再
発
防
止
の
た
め
の
措
置
に

関
す
る
規
定
の
追
加
な
ど
。

　
▼
栗
山
町
公
営
住
宅
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

移
転
建
替
え
を
進
め
て
い
る

中
央
団
地
の
一
部
が
完
成
し

た
こ
と
か
ら
、
完
成
し
た
部

分
を
栗
山
町
公
営
住
宅
と
し

て
新
た
に
位
置
づ
け
る
。

条　

例

そ
の
他

▼
第
８
期
栗
山
町
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事

業
計
画

ビ
ジ
ョ
ン
：

①
生
き
が
い
を
も
ち
な
が

ら
、
い
き
い
き
と
し
た
暮
ら

し
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
て

い
る

②
す
べ
て
の
高
齢
者
が
い
つ

ま
で
も
健
幸
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
て
い
る

③
本
人
や
家
族
が
介
護
の
必

要
な
状
態
や
認
知
症
に
な
っ

て
も
、
そ
の
人
ら
し
い
暮
ら

し
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
て

い
る

計
画
期
間
：
３
年
間

（
令
和
３
～
５
年
度
）
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不採択すべきと決定しました　
  ※全文は、議会ＨＰに掲載されている会議録をご覧ください。

結　果

解説

議会運営委員会に付託
　提案された事柄について詳しく検討するため、その内容を担当している委員会に審査を託すことを「付託する」と言います。

≪陳情第１号≫
　「日本政府に核兵器禁止条約に署名・批准を求める意見書」提出に関する陳情

要
旨

情審査陳

会議録 QR　→
※作成中のものも
　ありますが、順
　次更新されます

齊
藤
議
員　

措
置
を
求
め

る
も
の
も
、
少
な
か
ら
ず

利
益
を
受
け
て
い
る
の

で
、
一
方
的
で
は
い
け
な

い
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

解説

　
　町政についての要望や意見を議会に提出するものです。

「陳情」とは？

　

２
０
１
７
年
７
月
７
日
、

歴
史
的
な
核
兵
器
禁
止
条
約

が
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

　

条
約
で
は
、
核
兵
器
に
つ

い
て
歴
史
上
初
め
て
明
文
上

も
違
法
な
も
の
と
な
り
ま
し

た
。

　

栗
山
町
は
、「
非
核
・
平

和
の
ま
ち
宣
言
」
を
し
て
い

ま
す
。

　

唯
一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ

り
な
が
ら
米
国
の
「
核
抑

止
」
に
し
が
み
つ
き
、
条
約

に
背
を
向
け
て
い
る
日
本
政

府
の
姿
勢
は
許
さ
れ
ま
せ

ん
。

　

日
本
政
府
は
、
広
島
・
長

崎
の
被
爆
者
を
は
じ
め
、
被

爆
国
の
国
民
、
核
廃
絶
を
求

め
る
世
界
の
圧
倒
的
多
数
の

声
に
こ
た
え
、
一
日
も
早
く

核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
・

調
印
・
批
准
す
る
こ
と
を
強

く
求
め
る
も
の
で
す
。

　３月２日行われた定例会で提出された陳情第１号は、担当である議会運営委員会に付託し、審査を進めていました。
３月１２日の委員会で、参考人からの趣旨説明、質疑、自由討議、委員会として採択・不採択を決定、３月１９日
の定例会で委員会の決定内容を報告し、採決を行いました。

質
疑

自
由
討
論

参
考
人　

命
に
関
わ
る
こ

と
は
、
た
と
え
一
方
的
で

あ
っ
て
も
主
張
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

10
年
前
、
福
島
の
原
発
で

53
基
止
ま
っ
た
が
停
電
に

は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、

不
要
な
も
の
だ
っ
た
と
認

識
し
て
い
る
。
日
本
政
府

は
原
発
に
し
が
み
つ
き
過

ぎ
て
い
る
。

　

電
気
が
暗
く
な
っ
た
ら

暗
く
な
っ
た
で
、
生
き
方

が
あ
る
。
核
が
無
く
て

も
、
意
識
変
革
や
工
夫
で

解
決
で
き
る
部
分
が
あ
る

と
思
う
。
今
の
時
代
だ
か

ら
と
い
う
理
由
で
片
づ
け

な
い
で
ほ
し
い
。

反
対

賛
成

千
葉
議
員　

核
兵
器
の
な
い
世
界
は
全
人

類
が
共
通
し
て
目
指
し
て
い
る
も
の
。
現

在
、
核
保
有
国
は
核
廃
絶
の
立
場
に
立
っ

て
い
な
い
。
日
本
も
唯
一
の
被
爆
国
で
あ

り
な
が
ら
、
そ
の
立
場
に
立
っ
て
い
な

い
。
日
本
は
、
こ
の
条
約
に
批
准
し
、
核

保
有
国
と
の
橋
渡
し
を
し
て
い
く
こ
と
が

正
し
い
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
内
容
は
「
外
交
・
防
衛
」
の
立

場
で
は
な
く
、「
核
兵
器
廃
絶
」
と
い
う

立
場
だ
と
理
解
し
て
い
る
の
で
、
十
分
本

町
の
町
益
に
関
連
す
る
と
考
え
て
い
る
。

三
田
議
員　

本
町
は
11
年
前
に
「
非
核
平

和
の
ま
ち
宣
言
」
を
し
て
い
る
。
戦
争
の

な
い
平
和
な
国
を
求
め
る
こ
と
は
全
国
民

の
願
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
こ
の
陳
情
の

内
容
は
「
外
交
・
防
衛
」
に
関
す
る
も
の

と
し
て
認
識
し
て
い
る
の
で
、
本
町
の
陳

情
と
し
て
は
な
じ
ま
な
い
と
考
え
る
。
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ギカイの見方 － 委員会レポート －

　総務教育常任委員会・産業福祉常任委員会・広報公聴常任委員会では、毎年それぞれが所管する
町政課題について調査を行っており、３月定例会で調査の報告が行われました。

　

こ
れ
か
ら
も
公
立
校
の
優

位
性
や
取
り
組
み
、
奨
学
制

度
な
ど
の
情
報
発
信
を
精
力

的
に
行
わ
れ
た
い
。

　

今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

計
画
通
り
に
進
め
な
か
っ
た

が
、
学
校
経
営
改
善
計
画
で

の
取
り
組
み
は
今
後
も
必
要

な
も
の
で
あ
り
、
更
な
る
取

り
組
み
を
進
め
ら
れ
た
い
。

総
務
教
育
常
任
委
員
会

▼
介
護
福
祉
学
校

経
営
改
善
計
画
の
進
捗

▼
地
域
医
療
の

あ
り
方
に
つ
い
て

▼
議
会
の
広
報
誌
の
編
集 

         

及
び
発
行
に
つ
い
て

▼
議
会
広
聴
の

　
　
　
　
実
施
に
つ
い
て

産
業
福
祉
常
任
委
員
会

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　

今
後
も
、
議
会
モ
ニ
タ
ー

の
議
会
だ
よ
り
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
班
の
意
見
も
取
り
入
れ
、

先
進
地
の
編
集
技
術
等
を
活

か
し
つ
つ
、
町
民
が
手
に

取
っ
て
読
み
た
く
な
る
広
報

誌
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と

と
す
る
。

　

議
会
報
告
会
は
、
コ
ロ
ナ

禍
に
対
応
し
た
開
催
方
法
の

模
索
を
行
っ
て
き
た
が
、
出

前
報
告
会
と
と
も
に
中
止
す

る
こ
と
と
決
定
し
た
。　

▼
新
町
通
り
周
辺

ま
ち
づ
く
り
計
画

　

特
別
委
員
会
で
は
、
日
赤

病
院
の
建
て
替
え
に
つ
い
て

議
論
を
重
ね
て
い
る
が
、
栗

山
町
の
一
次
医
療
圏
の
根
幹

の
部
分
で
あ
る
の
で
、
当
委

員
会
と
し
て
も
注
視
を
し
て

い
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
栗
山

町
の
地
域
医
療
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
地
域
住
民
の
福

祉
向
上
の
た
め
に
も
今
後
も

議
会
と
の
充
実
し
た
討
議
な

ど
を
望
む
。

　

新
町
通
り
周
辺
ま
ち
づ
く

り
計
画
は
、
多
額
の
財
政
負

担
を
要
す
る
一
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

　
「（
仮
称
）
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
プ

ラ
ザ
」
に
は
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
工
房

と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ

局
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
地

域
の
交
流
拠
点
と
し
て
期
待

さ
れ
る
が
、
そ
の
具
体
的
な

事
業
収
支
計
画
に
つ
い
て
は

作
成
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

当
然
な
が
ら
独
立
採
算
が

前
提
と
な
る
の
で
、
財
政
の

自
立
に
留
意
し
て
運
営
に
臨

ま
れ
た
い
。

　

都
市
再
生
整
備
計
画
は
令

和
元
年
に
変
更
し
た
が
、
そ

の
内
容
に
つ
い
て
丁
寧
な
住

民
説
明
を
求
め
る
と
共
に
、

今
後
、
こ
れ
以
上
事
業
費
が

拡
大
さ
れ
な
い
よ
う
現
在
の

計
画
の
範
囲
内
で
の
事
業
実

施
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

▼
学
校
教
育
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用

　

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
係
機
器
の

整
備
状
況
は
、
児
童
生
徒
１

人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

や
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
配
線
工
事
な

ど
は
、
３
月
中
に
完
了
予
定

で
あ
り
、
ま
だ
活
用
は
さ
れ

て
い
な
い
。

　

し
か
し
、
既
存
の
電
子
黒

板
等
は
配
備
さ
れ
て
お
り
、

現
状
の
活
用
を
栗
山
小
学
校

と
栗
山
中
学
校
を
訪
問
し
、

授
業
参
観
し
て
担
当
者
か
ら

説
明
を
聞
い
た
。
視
覚
に
訴

え
る
こ
と
で
授
業
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
、
授
業
に
興
味

を
持
ち
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

調
べ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る

と
思
う
。

　

今
後
は
、
充
実
し
た
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
を
子
ど
も
た
ち
の
学

び
に
ど
れ
だ
け
活
か
せ
る
か

が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
は

教
員
の
支
援
・
育
成
が
必
要

と
な
る
こ
と
か
ら
「
栗
山
町

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
委
員
会
」
の
活

動
に
期
待
す
る
。



町政の
ここが聞きたい

７議員が一般質問

第 3 回定例会
録画配信 QR
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佐藤則男 議員
Ｑ１.「おくやみコーナー」を設置しては　Ａ．現在は考えていない

鈴木千逸 議員
Ｑ１. 雪害時の除雪監督体制は　Ａ．状況確認し臨機応変に対応する
Ｑ２. Ｅｋｉ連絡通路雨漏りの修繕見通しは   　Ａ．当面は応急修繕

齊藤義崇 議員
Ｑ１. 不動の滝の整備方針と位置づけは　    Ａ . 維持管理に努める
Ｑ２. これまでの一般質問に対する所感は　Ａ . 論点明確に議論する

千葉清己 議員
Ｑ１. コロナワクチン接種の進捗は　Ａ . ５月開始に向け準備進める

佐藤　功 議員
Ｑ１. 恒常的な介護人材確保施策は　Ａ．介護学校で養成研修を実施

置田武司 議員
Ｑ１. 国道２３４号線拡幅の進捗は　Ａ．国に対し引き続き要望する

土井道子 議員
Ｑ１. 図書館で貸出しＣＤの充実を　　　   Ａ．ニーズをもとに整備
Ｑ２.「まちの情報」発信アプリの開発を　Ａ．考えていない



町
長　

本
町
に
お
い
て
も
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象

に
、
４
月
以
降
の
接
種
開
始

に
向
け
準
備
を
進
め
て
い

る
。

①
４
月
下
旬
に
接
種
券
を
発

送
し
、
５
月
中
旬
か
ら
の
接

種
開
始
を
見
込
ん
で
い
る
。

②
各
年
齢
区
分
等
に
お
け
る

優
先
順
位
に
つ
い
て
は
、
今

後
検
討
す
る
。

③
申
込
専
用
電
話
を
設
置
す

る
ほ
か
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
予
約
を

活
用
し
、
受
け
付
け
を
行

う
。

④
予
診
票
に
よ
り
基
礎
疾
患

の
内
容
を
確
認
し
、
医
師
の

問
診
を
経
て
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
行
う
。

⑤
一
般
の
方
と
同
様
の
時
期

に
接
種
を
行
う
。

⑥
医
師
１
名
及
び
看
護
師
３

名
の
体
制
で
実
施
予
定
で
、

土
曜
日
の
接
種
に
つ
い
て

は
、
派
遣
に
よ
り
確
保
し
て

い
る
。

⑦
待
機
時
間
は
30
分
を
予
定

し
て
お
り
、
重
大
な
副
反
応

が
出
た
場
合
は
、
応
急
処
置

議
員　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
２
月
よ

り
一
部
で
接
種
が
開
始
さ
れ

た
が
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

未
確
定
と
な
っ
て
い
る
。

①
栗
山
町
の
接
種
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
問
う
。

②
優
先
順
位
の
具
体
策
を
問

う
。

③
接
種
券
送
付
後
の
受
け
付

け
方
法
を
問
う
。

④
基
礎
疾
患
の
あ
る
者
の
把

握
方
法
を
問
う
。

⑤
障
が
い
者
へ
の
接
種
を
問

う
。

⑥
接
種
体
制
を
問
う
。

⑦
副
反
応
を
み
る
た
め
の
待

機
時
間
を
問
う
。
ま
た
、
重

大
な
副
反
応
の
場
合
の
医
師

の
確
保
を
問
う
。

⑧
廃
棄
物
の
処
理
費
用
は
全

額
、
国
費
負
担
と
な
る
か
。

⑨
バ
イ
ア
ル
*
１
本
で
５
回

分
な
の
か
、
６
回
分
な
の

か
。

千葉清己 議員

新
型
コ
ロ
ナ

Ａ：５月接種開始に向け準備進める

　Ｑ：ワクチン接種スケジュールは                  

高齢者から順番に予防接種が実施される

が
行
わ
れ
医
療
機
関
へ
救
急

搬
送
す
る
。

⑧
感
染
性
廃
棄
物
の
処
理
費

用
と
し
て
、
１
２
０
万
円
の

経
費
を
見
込
ん
で
お
り
、
全

額
国
庫
負
担
と
な
る
。

⑨
１
本
で
６
回
分
の
接
種
が

可
能
な
注
射
器
を
増
産
中
で

あ
る
が
、
供
給
時
期
は
未

定
。
１
本
で
５
回
分
の
接
種

と
す
る
場
合
で
も
、
必
要
数

の
ワ
ク
チ
ン
は
確
保
さ
れ
る

見
込
み
で
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
影
響
は
な
い
も

の
と
考
え
て
い
る
。
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解説

* バイアル
　バイアルとは、注射器を使って投与する薬剤を入れるための容器で、ガラスもしくはプラ
スチックでできた瓶にゴムで栓をしたものを指します。ゴムで栓をするため、気密性が高く、
薬剤を無菌状態で保存することができます。
　また、使用するときもゴム栓に注射器を刺して中身を吸い出すため、フタを開ける必要が
無く、容器の中の薬剤を複数回に分けて使用することができるというメリットがあります。



町
長　

河
川
の
法
面
が
一
部

崩
落
し
て
、
そ
の
改
修
に
多

額
の
費
用
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
整
備
を
断
念
し
た

経
緯
が
あ
る
。

　

明
治
39
年
に
御
料
地
解
放

を
記
念
し
て
不
動
尊
が
祀
ら

れ
、
本
町
開
拓
の
歩
み
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
重
要
な

施
設
と
し
て
位
置
づ
け
て
い

る
。

　

今
後
も
引
き
続
き
貴
重
な

観
光
資
源
と
し
て
、
そ
の
維

持
管
理
に
努
め
て
い
く
。

議
員　

不
動
の
滝
は
北
海
道

自
然
景
観
保
護
区
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。
休
憩
用
ロ
グ
ハ

ウ
ス
等
が
完
備
さ
れ
、
南
角

田
自
治
会
で
管
理
の
一
部
を

実
施
し
、
主
体
的
に
祭
典
を

催
し
て
い
る
。
滝
壺
へ
は
遊

歩
道
を
下
り
る
こ
と
で
一
望

で
き
た
が
、
現
在
は
土
砂
崩

れ
の
た
め
、
立
ち
入
り
禁
止

と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
整
備
方
針
と
観
光

拠
点
と
し
て
ど
の
よ
う
に
位

置
づ
け
て
い
る
の
か
、
町
長

の
考
え
を
伺
い
た
い
。

土砂崩れにより現在は滝壺を見ることができない

Ａ：重要な施設として維持管理に努める

不
動
の
滝

                     

Ｑ
：
こ
れ
ま
で
に
対
す
る
所
感
は

 Ｑ：整備方針と位置づけは                   

一般質問

Ａ
：
論
点
を
明
確
化
し
議
論
す
る

議
員　

地
方
分
権
改
革
後
、

町
村
議
会
議
員
に
政
策
立
案

能
力
の
必
要
性
や
重
要
性
が

叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
町

民
か
ら
も
そ
れ
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、
行

政
に
対
す
る
政
策
提
案
や
政

策
要
望
と
い
う
形
で
多
く
の

一
般
質
問
が
行
わ
れ
て
き

た
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
に
行

わ
れ
た
議
員
の
一
般
質
問
に

お
け
る
政
策
提
案
に
つ
い

て
、
次
の
３
点
に
関
し
て
町

長
の
考
え
を
問
い
た
い
。

①
第
７
次
総
合
計
画
に
向
け

て
、
取
り
組
む
予
定
の
も
の

が
あ
る
か
。
ま
た
代
表
的
な

政
策
に
係
る
現
時
点
で
の
考

え
。

②
学
校
教
育
施
設
及
び
社
会

教
育
施
設
の
修
繕
・
改
築
と

空
き
家
未
利
用
施
設
の
利
活

用
に
つ
い
て
。

町
長　

政
策
の
方
向
性
に
関

し
て
は
、
若
者
定
住
対
策
、

産
業
活
性
化
対
策
な
ど
、
四

つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
次
期
計
画
で
柱
と
な
る

事
項
で
あ
る
。

①
栗
山
赤
十
字
病
院
の
改

築
、
縦
立
中
学
校
跡
地
活

用
、
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

の
経
営
改
善
、
栗
山
高
等
学

校
の
魅
力
づ
く
り
な
ど
は
、

し
っ
か
り
方
針
を
打
ち
出
し

て
い
く
。

②
５
年
前
平
成
28
年
度
「
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」

を
策
定
し
た
。
そ
の
計
画
に

基
づ
い
た
取
組
み
を
推
進
す

る
た
め
本
年
度
中
に
「
個
別

施
設
計
画
」
を
策
定
す
る
。

保
有
施
設
の
総
床
面
積
20
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齊藤義崇 議員

③
こ
れ
ま
で
の
一
般
質
問
に

対
す
る
所
感
と
議
員
と
の
議

論
に
対
す
る
要
望
。

パ
ー
セ
ン
ト
削
減
を
基
本
目

標
と
し
て
い
る
た
め
、
適
切

な
管
理
運
営
を
行
い
つ
つ
町

民
と
施
設
の
あ
り
か
た
を
議

論
し
て
い
く
。

③
「
第
７
次
総
合
計
画
」
の

策
定
段
階
、
各
年
度
の
政

策
・
施
策
な
ど
の
水
準
を
高

め
る
た
め
、
課
題
、
論
点
を

明
確
化
し
て
建
設
的
な
議
論

を
し
て
い
く
。



鈴木千逸 議員
町
長　

町
の
除
排
雪
業
務

は
、
建
設
会
社
で
構
成
す
る

除
雪
組
合
に
委
託
し
て
い

る
。
除
排
雪
業
務
実
施
要
領

に
基
づ
き
、
各
地
区
を
巡
回

雪
害
対
応

Ａ：状況確認し、臨機応変に対応

　Ｑ：悪天候時の除雪監督体制は                  

深夜から早朝にかけて除雪作業が行われている

し
降
雪
量
が
お
お
む
ね
10
セ

ン
チ
以
上
か
10
セ
ン
チ
以
上

と
予
測
さ
れ
る
場
合
、
深
夜

２
時
か
ら
朝
７
時
30
分
ま
で

を
基
本
に
除
雪
作
業
を
実
施

し
、
環
境
確
保
を
図
っ
て
い

る
。
猛
吹
雪
な
ど
に
お
け
る

町
の
監
督
体
制
は
、
夜
間
は

除
雪
組
合
に
出
動
指
示
、
日

中
は
直
営
班
が
町
内
を
巡
回

し
、
担
当
職
員
に
状
況
報
告

後
、
作
業
を
行
う
。
ま
た
、

議
員　

先
日
３
月
２
日
は
猛

吹
雪
の
１
日
だ
っ
た
。
幹
線

道
路
の
除
雪
も
行
き
届
か

ず
、
住
宅
街
の
枝
道
で
は
至

る
と
こ
ろ
に
雪
深
い
吹
き
溜

ま
り
が
見
受
け
ら
れ
た
。
合

間
に
晴
れ
間
も
の
ぞ
い
た
も

の
の
翌
日
３
日
の
朝
方
ま
で

風
雪
が
続
き
、
朝
に
は
自
宅

前
に
除
雪
車
の
通
っ
た
後
の

雪
が
腰
の
高
さ
以
上
に
な
っ

て
い
る
よ
う
な
大
雪
だ
っ

た
。

　

こ
の
よ
う
な
天
候
の
と
き

は
、
町
道
の
各
所
で
吹
き
溜

ま
り
が
発
生
し
交
通
上
の
危

険
が
予
測
さ
れ
る
。
町
道
除

雪
業
務
受
託
業
者
の
皆
さ
ん

が
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
る

と
は
思
う
が
、
委
託
業
者
を

取
り
ま
と
め
る
立
場
で
あ
る

町
の
監
督
体
制
、
ま
た
防
災

体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
お
伺
い
し
た
い
。

大
雪
そ
の
他
の
緊
急
時
は
、

状
況
確
認
し
、
臨
機
応
変
に

対
応
し
て
い
る
。
防
災
体
制

は
、
職
員
防
災
初
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
基
づ
き
、
大
雪
の
気

象
警
報
発
表
時
に
「
初
期
警

戒
体
制
」
と
し
て
、
関
係
職

員
が
参
集
待
機
す
る
体
制
を

取
り
、
さ
ら
に
悪
化
し
、
災

害
な
ど
発
生
が
予
想
さ
れ
る

場
合
は
警
戒
段
階
に
対
応
し

た
配
備
体
制
に
移
行
す
る
。
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議
員　

室
蘭
線
を
跨
ぐ
カ
ル

チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
Ｅ
ｋ
ｉ
の
連

絡
通
路
は
、
長
い
間
、
雨
漏

り
が
続
い
て
お
り
、
そ
の
修

繕
に
つ
い
て
、
数
年
前
か
ら

Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
協
議
を
し
て

い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
い
ま

だ
に
手
つ
か
ず
の
ま
ま
ビ

ニ
ー
ル
シ
ー
ト
な
ど
に
よ
る

応
急
処
置
だ
け
が
な
さ
れ
て

い
る
。

　

今
後
の
修
繕
の
見
通
し
に

つ
い
て
、
お
伺
い
し
た
い
。

町
長　

連
絡
通
路
完
成
か
ら

約
20
年
経
過
し
、
老
朽
化
な

ど
に
よ
り
、
平
成
26
年
頃
か

ら
通
路
天
井
付
近
の
雨
漏

り
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
都

度
補
修
等
で
対
応
し
て
き

た
。
Ｊ
Ｒ
線
路
敷
地
上
の
た

め
、
町
単
独
工
事
は
難
し

く
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
へ
の
委

                   

Ｑ
：
連
絡
通
路
修
繕
は

Ｅｋｉ

Ａ
：
当
面
は
応
急
修
繕

託
が
必
要
と
な
る
。
今
後

は
、
委
託
に
依
ら
な
い
改
修

方
法
の
検
討
と
Ｊ
Ｒ
北
海
道

へ
の
修
繕
要
請
を
引
き
続
き

行
う
。
当
面
は
、
通
行
に
支

障
が
出
な
い
よ
う
、
内
部
か

ら
応
急
的
な
修
繕
で
対
応
し

て
い
く
。
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町
長　

①
高
齢
化
率
は

お
お
む
ね
計
画
通
り
に

推
移
し
て
き
た
。
要
介

護
認
定
者
は
年
々
増
加

し
て
い
る
が
、
実
績
は

計
画
値
を
大
き
く
下

回
っ
て
い
る
。
介
護
給

付
費
の
実
績
も
第
７
期

３
年
間
で
計
画
よ
り

議
員　

介
護
保
険
は
制
度
開

始
か
ら
20
年
経
過
し
、
介
護

が
必
要
な
高
齢
者
の
生
活
を

支
え
る
制
度
と
し
て
定
着
し

て
い
る
。
人
口
が
減
少
す
る

中
で
、
高
齢
化
は
進
ん
で
い

く
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
高
齢

者
の
単
独
世
帯
や
夫
婦
の
み

の
世
帯
の
増
加
、
認
知
症
の

人
の
増
加
も
見
込
ま
れ
て
い

第８期計画では高齢者が健幸に暮らすことを掲げている

Ａ：ヘルパー養成研修を実施している

介
護
人
材

　Ｑ：恒常的な人材確保の施策は                   

る
。
そ
れ
に
伴
い
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
需
要
が
更
に
増

加
・
多
様
化
す
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
な
か
、
地
域
の
高

齢
者
介
護
を
ど
う
支
え
て
い

く
の
か
、
町
長
に
次
の
点
を

伺
う
。

①
第
７
期
計
画
の
総
体
的
な

評
価
は
。

②
第
８
期
計
画
策
定
に
向
け

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

回
答
さ
れ
た
不
安
要
素

の
解
決
へ
の
施
策
は
。

③
恒
常
的
に
介
護
人
材

を
確
保
す
る
た
め
の
施

策
は
。

④
外
出
困
難
者
で
も
認

知
症
予
防
を
在
宅
で
で

き
る
よ
う
な
Ｄ
Ｖ
Ｄ
作

成
を
。

４
億
円
程
度
下
回
る
見
込
み

で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
り
通
所
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
減
少
は
あ
っ
た

が
、
継
続
し
た
取
り
組
み
の

成
果
が
現
れ
て
い
る
も
の
で

第
７
期
計
画
は
お
お
む
ね
達

成
で
き
た
と
評
価
し
て
い

る
。

佐藤功 議員

　議会だよりではスペースの都合上、審議した議案や質問・答弁の内容を要約して
載せています。
　会議の内容は、会議録に詳細に記録されており、ご覧になりたい方は議会事務局
までお問い合わせください。

質問は要約されています

②
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
在

宅
生
活
の
支
援
の
配
食
サ
ー

ビ
ス
の
必
要
性
、
同
居
家
族

な
ど
の
介
護
者
は
日
常
生
活

や
認
知
症
状
へ
の
対
応
に
不

安
が
あ
っ
た
。

　

町
と
し
て
相
談
体
制
を
整

え
る
と
と
も
に
、
配
食
サ
ー

ビ
ス
の
継
続
、
ケ
ア
ラ
ー
支

援
事
業
の
さ
ら
な
る
充
実
を

図
る
。

③
町
内
の
介
護
事
業
所
は
、

人
材
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

　

町
と
し
て
、
関
係
団
体
に

よ
る
「
介
護
人
材
確
保
連
絡

会
議
」
を
立
ち
上
げ
、
介
護

福
祉
学
校
で
ヘ
ル
パ
ー
養
成

研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

④
現
時
点
で
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
作

成
は
考
え
て
い
な
い
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り

外
出
機
会
が
減
少
し
て
い
る

の
で
、
高
齢
者
が
地
域
で
集

え
る
「
通
い
の
場
」
づ
く
り

に
取
り
組
む
。
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戸
籍
手
続

Ａ：現時点では考えていない

                  

議
員　

栗
山
町
の
高
齢
者
人

口
は
、
少
子
化
の
影
響
で
、

さ
ら
に
上
昇
す
る
。
ま
た
、

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者

と
な
る
令
和
７
年
度
に
は
、

後
期
高
齢
化
率
が
27
パ
ー
セ

ン
ト
に
上
昇
す
る
と
推
計
さ

れ
る
。
ま
す
ま
す
少
子
高
齢

化
・
多
死
社
会
が
進
む
現
状

に
お
い
て
、
配
偶
者
が
高
齢

と
な
る
ケ
ー
ス
や
、
世
帯
構

成
や
家
族
形
態
の
変
化
に
よ

り
親
族
が
遠
方
に
い
る
又
は

疎
遠
に
な
る
ケ
ー
ス
等
が
増

え
、
ご
遺
族
が
行
う
死
亡
・

相
続
に
係
る
手
続
き
の
負
担

は
大
き
く
、
複
数
の
部
署
に

ま
た
が
り
、
作
成
す
べ
き
書

類
も
多
く
煩
雑
で
時
間
も
労

力
も
要
す
る
。
そ
こ
で
、
こ

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

に
、
３
点
に
つ
い
て
お
伺
い

し
た
い
。

①
死
亡
届
出
後
の
手
続
き
の

現
状
と
流
れ
に
つ
い
て
。

②
ご
遺
族
に
寄
り
添
い
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
観
点
か
ら

「
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」
を

設
け
て
は
ど
う
か
。

③
ご
遺
族
の
た
め
の
「
お
く

や
み
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作

成
し
て
は
ど
う
か
。

窓口対応は住民サービスの最前線（おくやみ手続窓口・千歳市）

町
長　

①
現
在
、
役
場
庁
舎

内
に
お
い
て
ご
遺
族
に
関
わ

る
窓
口
を
有
す
る
主
な
部
署

と
し
て
、
住
民
保
健
課
の
他

６
課
所
（
福
祉
課
・
税
務

課
・
建
設
課
・
上
下
水
道
課
・

産
業
振
興
課
・
農
業
委
員

会
）
が
あ
る
。
死
亡
届
出
に

来
庁
さ
れ
た
際
、
手
続
き
に

関
す
る
ご
案
内
一
覧
を
お
渡

し
し
、
そ
の
後
の
手
続
き
に

つ
い
て
ご
説
明
を
行
っ
て
い

る
。
お
手
続
き
の
際
に
は
、

住
民
保
健
課
及
び
福
祉
課
で

の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
住

民
保
健
課
窓
口
に
各
担
当
者

が
出
向
き
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応

し
て
お
り
、
必
要
に
応
じ

て
、
そ
の
他
の
窓
口
へ
の
ご

案
内
も
行
っ
て
い
る
。

②
来
庁
さ
れ
る
ご
遺
族
の
方

の
状
況
に
よ
り
、
都
度
、
各

課
の
担
当
者
と
連
絡
を
取

り
、
可
能
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
住
民
保
健
課
窓
口
ま
で

担
当
者
が
出
向
い
て
対
応
す

る
よ
う
努
め
て
い
る
。「
お

く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
業
務
分
野
が

多
岐
に
わ
た
る
こ
と
、
内
容

に
よ
り
個
人
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
係
る
相
談
を
伴
う
こ

と
、
ま
た
、
専
用
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
等
も
必
要
と
な
る
こ

と
か
ら
、
現
時
点
に
お
い
て

は
、
設
置
は
考
え
て
お
ら

ず
、
今
後
も
、
住
民
保
健
課

の
窓
口
を
中
心
と
し
て
、
各

課
所
連
携
に
よ
る
親
切
丁
寧

な
対
応
に
心
掛
け
て
い
く
。

③
現
在
、
ご
遺
族
に
お
渡
し

し
て
い
る
ご
案
内
一
覧
の
内

容
を
精
査
し
、
よ
り
分
か
り

や
す
い
内
容
と
な
る
よ
う
、

見
直
し
て
い
く
。

佐藤則男 議員

  Ｑ：「おくやみコーナー」の設置を



　Ｑ：ＣＤ、ＤＶＤの充実を                   

Ａ：利用者ニーズをもとに整備する

図
書
館

議
員　

議
員
研
修
を
受
講
し

て
図
書
館
の
重
要
性
を
説
明

さ
れ
た
。

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
進
め
、

活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
、
次
の
こ
と
を
実
現

で
き
な
い
か
。

①
文
学
・
歴
史
な
ど
の
朗
読
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教
育
長　

①
資
料
収
集
は
、

貸
出
実
績
な
ど
を
勘
案
し
計

画
的
に
進
め
て
い
る
。
朗
読

Ｃ
Ｄ
や
歌
謡
曲
等
の
貸
出
実

績
は
低
く
、
利
用
者
ニ
ー
ズ

は
少
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
。
今
度
も
、
利
用
者
ニ
ー

ズ
等
を
も
と
に
整
備
を
進
め

て
い
く
。

②
資
料
収
集
や
デ
ー
タ
作
成

は
専
門
知
識
や
デ
ジ
タ
ル
加

工
技
術
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
図
書
館
司
書
が
中
心

と
な
っ
て
行
う
こ
と
に
し
て

い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
の
育
成
は
先
進
事
例

を
調
査
・
研
究
す
る
。

③
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
破
損
や

劣
化
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
窓

口
返
却
を
お
願
い
し
て
い

る
。
返
却
場
所
は
角
田
・
継

立
図
書
室
や
移
動
図
書
館
で

の
返
却
も
可
能
な
の
で
、
都

合
の
よ
い
場
所
で
返
却
で
き

る
体
制
と
な
っ
て
い
る
。
図

書
館
に
来
る
こ
と
が
難
し
い

方
は
、
郵
送
で
の
貸
出
・
返

却
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い

る
。

  　
Ｑ
：
ア
プ
リ
開
発
を

                  
情報発信

Ａ
：
考
え
て
い
な
い

議
員　

光
フ
ァ
イ
バ
が
町
内

全
域
に
整
備
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
、
町
民
に
と
っ
て
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
い
っ
そ
う

身
近
な
も
の
に
な
る
。
そ
こ

で
、
役
場
の
公
的
な
お
知
ら

せ
だ
け
で
な
く
官
民
合
わ
せ

た
「
ま
ち
の
情
報
」
を
ス
マ

ホ
な
ど
で
簡
単
に
入
手
で
き

る
ア
プ
リ
を
町
が
先
導
し
て

開
発
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
。

町
長　

２
月
に
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
。
ま
た
、
自
然
環
境
や
グ

ル
メ
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど

を
お
知
ら
せ
す
る
公
式
Ｓ
Ｎ

Ｓ
「
く
り
や
ま
ほ
っ
と
ら
い

ふ
」や
母
子
手
帳
ア
プ
リ「
ハ

グ
く
り
」
の
提
供
も
行
っ
て

い
る
。

　

ア
プ
リ
は
町
が
先
導
し
て

開
発
す
る
こ
と
は
考
え
て
お

ら
ず
、
現
在
行
っ
て
い
る
情

報
発
信
の
充
実
を
図
り
、
多

様
な
情
報
媒
体
を
活
用
し
て

発
信
す
る
。

図書館のＣＤコーナーには多様なＣＤが並ぶ

Ｃ
Ｄ
、
昭
和
の
歌
謡
曲
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
の
Ｃ
Ｄ
を
充
実

を
。

②
資
料
収
集
や
デ
ー
タ
作
成

の
作
業
に
、
町
民
が
支
え
合

う
グ
ル
ー
プ
の
育
成
を
。

③
Ｃ
Ｄ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
出
・

返
却
の
工
夫
を
。

土井道子 議員
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町
長　

国
道
２
３
４
号
線

は
、
旭
川
市
を
中
心
と
す
る

上
川
圏
域
と
、
新
千
歳
空
港

や
苫
小
牧
港
を
つ
な
ぐ
、
物

資
運
搬
の
重
要
な
産
業
用
道

路
で
、
ま
た
、
町
民
の
生
活

道
路
と
し
て
も
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。
現
在
、

中
心
市
街
地
に
お
け
る
空
き

店
舗
解
消
や
賑
わ
い
創
出
を

目
指
す
都
市
再
生
整
備
計
画

事
業
を
推
進
す
る
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
本
町
の
ま
ち
づ

く
り
施
策
に
合
わ
せ
た
国
道

整
備
に
つ
い
て
、
平
成
10
年

よ
り
継
続
し
て
国
に
要
望
し

て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
右

折
レ
ー
ン
の
設
置
な
ど
、
中

心
市
街
地
へ
の
安
全
な
通
行

国
道
２
３
４

Ａ：国に対し、引き続き要望していく

　Ｑ：４車線拡幅へ進捗は                  

議
員　

本
年
度
の
町
政
執
行

方
針
で
「
国
・
道
が
管
理
す

る
道
路
の
整
備
促
進
に
つ
い

て
は
引
き
続
き
関
係
機
関
へ

強
く
要
請
し
て
い
く
」
と
述

べ
て
い
る
。
商
工
会
議
所
か

ら
は
「
地
域
経
済
の
活
性
化

対
策
な
ど
速
や
か
な
対
応
」

が
要
望
さ
れ
て
い
る
。
と

り
わ
け
道
路
網
の
整
備
促

進
、
特
に
国
道
２
３
４
号
線

は
、
部
分
的
に
４
車
線
拡
幅

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
岩
見

沢
側
は
平
成
19
年
２
月
に
栗

沢
拡
幅
が
完
成
供
用
後
、
工

事
は
中
断
し
て
い
る
。
現
状

に
お
け
る
問
題
点
と
必
要
性

つ
い
て
、
三
栗
線
交
差
点
の

大
型
車
両
の
往
来
、
工
業
団

地
へ
の
車
両
の
出
入
り
、
大

型
店
や
栗
山
公
園
の
隣
接
、

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
栗
山
中
学
校
の
通
学
路

と
し
て
、
朝
夕
の
交
通
量
の

多
さ
は
、
交
通
事
故
の
発
生

が
懸
念
さ
れ
る
。
栗
山
公
園

に
は
年
間
10
万
人
以
上
の
来

園
者
が
あ
り
、
御
大
師
山
の

周
辺
整
備
が
完
了
に
伴
っ
て

来
場
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ

大型車両が多く通るため、注意が必要な道路になっている

を
確
保
す
る
交
通
安
全
対
策

で
あ
る
。
最
終
的
に
は
、
拡

幅
整
備
さ
れ
た
各
交
差
点
を

接
続
し
、
４
車
線
化
に
つ
な

げ
て
い
く
と
い
う
要
望
戦
略

を
立
て
て
い
る
。
国
の
予
算

配
分
が
全
国
的
に
厳
し
い
状

況
で
は
あ
る
が
、
交
通
安
全

対
策
な
ど
の
問
題
点
の
解

消
、「
道
の
駅
」
設
置
も
視

置田武司 議員

る
、
将
来
「
道
の
駅
」
の
設

置
を
視
野
に
入
れ
る
と
す
れ

ば
、
早
期
の
４
車
線
拡
幅
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
以

上
の
こ
と
か
ら
、
本
町
に
お

け
る
、
国
道
２
３
４
号
線
の

４
車
線
拡
幅
計
画
の
進
捗
に

つ
い
て
、
町
長
の
見
解
を
伺

う
。

議会中継をご自宅で見ることができます
議会では、インターネットによるライブ中継（生中継）と録画配信を
しています。栗山町議会ホームページからご覧ください。

栗山町議会 検索

野
に
入
れ
た
要
請
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。
な
お
、
国
道

２
３
４
号
線
拡
幅
整
備
に
つ

い
て
は
、
交
通
安
全
上
、
本

町
の
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て

も
非
常
に
重
要
な
課
題
で
あ

り
、
引
き
続
き
、
関
係
機
関

と
連
携
し
、
国
に
対
し
粘
り

強
く
要
望
し
て
い
く
。



６月定例会の開会日

月　　 日～６ 15
議会の予定

議会の予定は変更になる場
合があります。議会事務局
または議会ホームページで
ご確認ください。

議会に行こう！
は議会活動に触れる最も
身近な方法です。皆さん
の選んだ議員の活動や町
政の方針などを、ぜひご
覧ください。
会議当日の受付で傍聴で
きますので、役場旧庁舎
３階の傍聴席入口までお
越しください。

傍聴
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　「子どもたちと」　　　　　　　　    　

　　　　  喜多村　瑠美子 さん（継立）

表紙の一枚！

     

な
ん
で
も
よ
く
食
べ
て
、

は
や
く
大
き
く
な
っ
て
ね
！

　　　　　　　
　
　
　
　
　
　
　
　

撮
影　

土
井
道
子

　
　
　
　
　
　
　

 （
場
所
：
栗
山
め
ぐ
み
こ
ど
も
園
）

　

　私は栗山町で幼い頃から育ち、それから４０年経とうとしてい
ます。
　長男は４月から高校２年生、次男は小学６年生、そして三男は
兄たちも通っていた栗山めぐみこども園を無事に卒園し、継立小
学校の１年生になります。
　長男が産まれてからの１６年以上、毎日の子育てに必死だった
ように思います。
　小さな体調の変化でも大きな病気だったらと心配したり、日々
の出来事に一喜一憂しました。
　三男の卒園式では１人ずつ、大きくなったらなりたいものの発
表がありました。まだまだ小さくて大勢の人の前できちんと話せ
るのかと不安でしたが、堂々と発表することができ、そのあと私
に「ありがとう」と言ってお花をプレゼントしてくれました。
　産まれてからまだ６年しか経っていませんが、これまでの大変
だったことやうれしかったことの記憶がよみがえり、涙があふれ
てきました。
　コロナ禍の中、密にならないように感染対策をした中でこのよ
うな感動的な式にしていただけたことに先生方にはとても感謝し
ています。
　日頃から私は子どもたちに、つい口うるさくなってしまいます
が、子どもたちも成長しています。今までの口うるささを反省し、
ある程度見守る、そして信頼する。結果を見てからこれはいけな
かったとかあれは良かったよ、と言ってあげられるように。
　私自身も親として、子どもたちとともに成長していけたらなと
思います。
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6 月 11 日（金） 議会運営委員会

6月 15 日（火） 第 6回議会定例会
～ 18 日（金）

　※全て 9時 30 分開会予定です


